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型　式
外観（図1） 材質（表1）
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型　式

モータ（kW）
ホールディングタンク（L）

軸　封
外形寸法（mm）W×H×D
製品質量（kg）

タンク実容量
（L）

標準メディア量
（L）

メディア充填率
（％）

OR
SM
OR
SM
OR
SM

回転速度（min-1）

図1：外観

記　号

名　称 平置モーター直結タイプ 2階建Vベルトタイプ 平置Vベルトタイプ

外　観

◎ …標準
◯ …オプション標準
＊◯ …溶剤系の場合、UZタイプは基本的に使用できません。
 　但し溶剤の種類によっては、使用できる場合がありますのでご相談下さい。

記号 接ボール部主材質

表1：材質

SUS440C+SUS304

SKD-11+SUS304

ジルコニア

ジルコニア＋ウレタンライニング

SS

OO

ZZ

UZ

HC VB HB

SCミル型式一覧表

※ロータ形状 SM　スモールロータ
OR　オリジナルロータ

無印：SC-MILL
　 L：SC-MILLロング
無印：SC-MILL
　 L：SC-MILLロング

材質・構造特殊記号
（標準の場合は無し）

注記：1.仕様は標準的なものであり処理物によって変更可能。
　　 ２．SC50型、SC100型の外形寸法はポッパーを組込んだ寸法を示す。



SC  MILL は、L/D 比（タンクの長さ / タンクの径）を小さくすることで

スラリーの流れによるビーズの偏りを極力減らし、ビーズに均一な粉砕・分散

力を与えることが可能となりました。これにより、粉砕部の局部発熱・局部

摩耗を抑えながら安定した大量循環処理を行えるので、サブミクロンから

ナノメートルサイズの高品質な製品を安定して生産できます。

● 摩耗性の強い処理物の粉砕・分散処理
● コンタミの低減
● 強いシェアによる凝集・変性・増粘、効率低下を引き起こす処理物の粉砕・分散処理

SC-MILLロング

ロングタイプは…
「低速処理」が必要な粉砕・分散処理に対して、低コストでミルの容量を増やせるよう
に L/D 比を大きく設計しています。そして、L/D 比を大きくすることで生じていた問
題を発生させないように工夫を凝らした構造となっております。

L/D を小さくし、小径メディアの偏りを極力低
減。小径メディアの効果をフルに引き出す。

L/D を大きくしてもメディアの偏りを極力抑え
た設計。低速運転でも処理能力を維持。

特長

SC MILL 標準タイプとロングタイプHOW to choose

低コスト ミルの容量
UP

L/D比を大きく設計

※1：ロータはSMロータのみ。
※2：周速は4～13m/s（650Lは13m/s固定）
※3：ボール量は空間容積（実容積）の72～80%

 SC100/32L SC150/50L SC220/70L SC320/100L SC450/140L SC650/210L

 0.47～0.52 1.8～2.0 4.8～5.3 14.1～15.7 38.5～42.8 119.5～132.8

 0.65 2.5 6.6 19.6 53.5 166

 880～2640 650～1940 420～1270 290～875 210～620 414

 3.7 5.5 15～22 37～45 55～75 315

 5 10～50 50～200 100～500 200～1500 600～4500

 ダブルメカシール ダブルメカシール ダブルメカシール ダブルメカシール ダブルメカシール ダブルメカシール

 1100×440×1050 950×700×1190 990×820×1330 1450×1080×1720 1940×1270×1950 3670×3100×1550

 160 400 860 1500 2600 15000

型式

ボール量（L）

タンク実容量（L)

回転速度（min-1）

モータ容量（kW）

ホールディングタンク（L）

軸封

外形寸法（mm）D×W×H

製品質量（kg）

低速化

従来の粉砕・分散機

処理能力の低下＝機器台数の増加

SC-MILL/ロングタイプ

処理能力の維持＝機器台数の抑制

×

ロングタイプの特徴

低速運転が必須条件となる処理

摩耗・コンタミの低減と処理物の劣化防止を
可能としたSC-MILLのNEWバージョン

ＳＣミルロング型式一覧表





回転速度：1000min-1 回転速度：1330min-1




